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である。基準外とは、総務省の規定に基づかない経費で、例えば使用料

で賄えない汚水処理に係る経費である。 

次回分かり易い資料を作成し説明します。 

 

・雨水処理の経費とは。 

 

・主に、雨水ポンプ場に係る経費である。ただし、下水道に流入する雨水

などの不明水に係る経費は基準外繰出金となる。 

 

・中川流域下水道は１５市町の汚水処理をしている。流入するマンホール

に流量計を設置しており、雨水などの不明水の量はある程度把握できて

いる。 

 

・各地区の接続率は。低い地区には接続率が上がるよう啓発するなどのＰ

Ｒに努めてほしい。 

 

・接続勧奨は町の広報紙などで実施している。 

しかしながら、町内の高齢化が進んでおり接続は進んでいない。 

 

・赤字解消のため収入を上げる取り組みを実施した方が良いのではない

か。例えば、受益者負担金の納入状況や下水道使用料など。 

 

・先ずは経営努力をすべきと考えている。次回、現在の取り組み状況や事

業費等が分かる資料を用意する。 

 

・事業の支出がどれくらいあるか経費毎に示してほしい。 

 

・次回用意する。 

 

・八反、上河原地区の接続率が低い。下水道は接続する時の費用が高い。 

・下水道の本管が敷設された時に、下水道に接続する費用が不足する場合

は、銀行から融資を受けてくださいと言われた。 

・八反、上河原地区は昔から住んでいる高齢者が多く、下水道接続に係る

費用負担が大きく大変だ。 

 

・接続率を上げることは取り組むべき課題である。次回、事業費等が分か

る資料を用意する。 

 

・経費回収率 100％に拘る必要はないと思う。市街化調整区域の人達にも、

（基準外繰出金として）多少費用負担していることを明らかにすべきと




